
 

「再処理施設高レベル廃液ガラス固化建屋 ガラス溶融炉運転方法の改善検討結果について（改正版 その２）」の概要について 

 

１．本報告書の主な改正点 

○「再処理施設高レベル廃液ガラス固化建屋 ガラス溶融炉運転方法の改善検討結果につ

いて」（平成２２年７月１５日報告）提出以降及び「再処理施設高レベル廃液ガラス固化

建屋 ガラス溶融炉運転方法の改善検討結果について（改正版）」（平成２２年８月２３日

報告）提出以降に実施された国の審議会において説明した報告書の補足説明の内容を追加 

○主に、ガラス固化設備のアクティブ試験再開後の試験計画の具体化について今回の改正

において追加 

 

２．「ガラス固化設備に係るアクティブ試験再開後の試験計画等」の具体化 

○今後の試験計画に係るステップを記載 

（フェーズ１） 

（１）温度計追加設置工事 

（２）セル内機器点検 

（３）ガラス溶融炉Ａ系列残留物除去（（４）のＫＭＯＣと実機の比較評価（Ａ系列）の

前までに実施する） 

（４）ＫＭＯＣと実機の比較評価（Ｂ系列、Ａ系列） 

（フェーズ２） 

（１）安定運転の確認（使用前検査の検査前条件確認）（Ｂ系列、Ａ系列） 

 

○実機で行う予定のフェーズ１「（４）ＫＭＯＣと実機の比較評価」が計画に従い実施でき

ることを確認するとともに、ガラス温度計の追加などの改善策の有効性を確認することを

目的として、実機における試験再開前にＫＭＯＣにおいて実機の断熱性等を模擬した確認

試験（放熱性や崩壊熱による温度条件の違いを断熱材、補助電極通電などにより模擬）を

行い、炉底低温運転の実施、追加したガラス温度計や推定ガラス温度を用いた安定運転の

実施、及び洗浄運転から模擬廃液への切り替え時の安定した運転の実施について確認する

ことができたことを試験結果とともに記載（次ページグラフ参照） 

 

○「ＫＭＯＣと実機の比較評価」のＡ系列での実施目的を記載 

・Ａ系列では、流下ノズルの加熱性を確保するために結合装置（高周波加熱コイル）の交

換を行うことから、交換後の結合装置（高周波加熱コイル）を用いた流下条件の確認、

炉底低温運転条件の確認を行うことが目的である。そのため、ガラス溶融炉Ａ系列での

「ＫＭＯＣと実機の比較評価」は低模擬廃液のみで行う。 

 

 

 

 

 

○「ＫＭＯＣと実機の比較評価」における各ステップでの確認事項と次ステップへの移行

判断の基準を記載 

 

○「ＫＭＯＣと実機の比較評価」における実施バッチ数、及び実施バッチ数の中で次ステ

ップへの移行判断に達しなかった場合に継続して確認する範囲を、最大バッチ数として記

載 

 

○「安定運転の確認（実廃液による使用前検査の検査前条件の確認）」の運転バッチ目安を

記載 

・廃液供給運転については１０バッチ、洗浄運転については３バッチを基本的な運転バッ

チとして設定し、廃液供給（１０バッチ）＋洗浄運転（３バッチ）＋廃液供給（１０バ

ッチ）の運転を行うことを安定運転の目安とする。これにより、白金族元素を管理した

状態での安定した運転が実施できていることを確認することが可能である。さらに、廃

液供給運転（１０バッチ）の中で７０Ｌ／ｈでの運転を確認する。 

 

○「安定運転の確認（実廃液による使用前検査の検査前条件の確認）」における判断基準と

してガラス温度、気相温度及び炉底部温度の管理すべき項目と管理範囲等を記載 

 

○「安定運転の確認（実廃液による使用前検査の検査前条件の確認）」に用いる電力調整フ

ロー、回復運転への移行判断フローなどの各種フローを記載 

・ＫＭＯＣ試験の結果を反映し、電力調整フローに追設した温度計、推定ガラス温度を指

標に追加した。 

・回復運転フローに洗浄運転の方法を模擬ガラスビーズから模擬廃液に変更したことを反

映した。 

・新たなフローとして、「再処理施設高レベル廃液ガラス固化建屋ガラス溶融炉（Ａ系列）

の一部損傷について（最終報告）」に示したレンガ一部損傷に対する対応フローを追加

した。 

 

以 上 

平成２２年１１月１日

日本原燃株式会社



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェーズ１ 

  

Ｂ系溶融炉温度計追加設置工事 

・溶融炉内へ温度計を追加設置。 

セル内機器点検 

・高レベル廃液漏えいに伴う硝酸の影響を受けた可能性のある

機器（２１８機器）のうち、Ｂ系の試験に必要な機器を対象

に再点検を実施。（１０８機器） 

 

Ｂ系 ＫＭＯＣと実機との比較評価 

・ＫＭＯＣ試験で得られた成果を実機に適用するため、ＫＭＯ

Ｃと実機との比較評価を行う。模擬廃液による試験を実施

後、実廃液による試験を実施。 

 Ａ系溶融炉内残留物除去（Ａ系 ＫＭＯＣと実機の比較評価の前

まで実施） 

・ガラス残留量は前回と同程度（１０数㎏）と評価。 

・残留物除去装置を用いて除去を実施。 

 Ａ系溶融炉温度計追加設置工事等 

・炉内へ温度計を追加設置、結合装置の交換。 

 

セル内機器点検 

・高レベル廃液漏えいに伴う硝酸の影響を受けた可能性のある

機器（２１８機器）のうち、Ａ系の試験に必要な機器を対象

に再点検を実施。（６４機器） 

 

Ａ系 ＫＭＯＣと実機との比較評価 

・ＫＭＯＣ試験で得られた成果を実機に適用するため、ＫＭＯ

Ｃと実機との比較評価を行う。模擬廃液による試験を実施。

 

フェーズ２ 

 Ｂ系 安定運転の確認 

・実廃液による安定運転の確認を実施。 

 

 

Ａ系 安定運転の確認 

・実廃液による安定運転の確認を実施。 
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追加した温度計や推定ガラス温度を用いて

安定した運転が実施できることを確認 


